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近年自動車自動運転技術の発達とともに、地図データや走行データの収集が行われている。今回は

走行軌跡データを効率的に保存するための圧縮アルゴリズムを量子コンピュータに応用し、将来的に効

率的な処理を行う方法を提案する。

Ramer-Douglas-Peukerアルゴリズムをグラフ問題としてイジングモデルに実装し、量子断熱過程を利用
した、最適化問題として評価を行う。また、制約条件に対して量子もつれを利用し定式化の一部条件につ

いて正答率を上げるための方策を考察する。

直線的な高速道路や市街地での走行では圧縮率に大きな差が出る。シミュレーションを想定して将来

的な走行データを加えた考察を行う。本研究はNISQと呼ばれる近年利用される量子コンピュータのハー
ドウェアを想定したものとなっており、実機を利用した実行環境とスペックについても言及する。
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